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西

部

職

線

世
界
大
戦
は
名
の
如
く
隊
羅
巴
に
於
て
の
み
戦
は
れ
て
居

る
の
で
は
な
い
。
亜
細
亜
に
於
て
も
阿
弗
利
加
に
於

.

一
て
も
修
羅
場

を
現
じ
て
居

る
。
亜
細
亜

の
パ

レ
ス
タ
イ
ン
で
ア

レ
ン
ビ
イ
將
軍
の
英
軍
が
大
に
土
車
を
敗
り
、
殆

ざ
其
戦
闘
力
を
失
は
し
め
だ
の
は
世
人

の
記
臆
に
最
も
新

な
る
こ
.蓬
で
あ
る
し
、
阿
弗
利
加
で
は
凋
領
束
阿
弗
利

加
の
戦
闘

の
如
き
、
休
戦
期
に
入
る
ま
で
欺
ま
な
か

つ
把
。
欧
羅
巴
に
於
て
も
、
彼

の
敵
味
方
を
も
辨
じ
難

い
程

入
り
乱
れ
な
露
国
の
職
沙
汰
を
ば
別

乙
し
て
、
屡
々
英
佛
諸
國
非
載
論
者
の
非
難

の
的
巴
な
っ
た

パ
ル
カ
ソ
の
載

藻

も
あ
り
・
以
太
利
の
戦
線
も
あ
る
。
地
上
戦

の
外

に
空
中
戦
も
あ
る
。
海
上
に
は
堂
舟

る
叢

こ
そ
少

い
け

…
れ
ぜ
、
潜
航
艇
の
活
動
に
至
っ
て
は
空
中
戦

こ
共
に
、
從
來
曾
て
見
ざ
り
し
新
奇
な
る
戦
闘
注
で
あ

っ
て
、
こ
れ一

一
が
食
め
に
職
事

の
全
局
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
ε
少
々
で
な

い
。
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「

然
し
な
が
ち
如
何
.に
潜
航
艇

の
威
力
が
顕
著

で
あ
っ
π
に
せ
よ
、
凋
逸

は
遂
隻

に
よ
っ
て
英
国
を
屈
す
る
こ

轟
灘

解
離
鰭
難
.難

麹

雑

嚢

鶉

轍纏
震

蕩

を
見

・
・
、
か
な
り
重
盗

意
蓄

孕

る
も
の
も

う
に
も
見
え
る
け
れ
ご
、
勃
牙
利

の
降
服
縫

逸
か
ら

一
の
激
震

不
+
分
に
な
霧

が
爲
め
で
、
其
不
+
分
な
の
は
西
磯

線
か
ら
手
を
蓼

馨

が
な
か
霧

か
ら
搭

要

す
る
に
西
部
戦
線
は
世
奨

戦
全
局
の
骨
子
で
あ

っ
て
、
勝
敗

の
最
後
の
決
は
、
是
非

ε
も
蓄

髪

ら
な
け
れ

嚢
縫

卸
駿

鰭
蕪
就側彎

擁

襲
蒙
難
難

輔
.

据

ゑ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
度
胸
を
漸

一
掴

ゑ
て
が

ら
、
西
部
戦
線
も
弦
に
始
め
て
共
眞
意
義
を
有
す

る
こ
奎

な
つ

一

天

の
で
、
春
か
ら
覆
に
か
け
て
の
濁
軍

の
大
攻
勢
、
纏

い
て
聯
合
軍

の
盛
り
返

へ
し
、
い
つ
れ
も
開
戦
以
來
始
め

「
て
戦
争
ら
し
い
拳

の
光
景
を
・正
し
・
.

充

西

年
・
秋
蟹

が
勢
暴

・
て
最

・
。
巽

・
は
名

・
て

一
絵

力
の
薄
姦

つ
蒔

、
聯
合
軍
が
之
を
撃
退
し
覆

の
多

ン
職
な
ご
、
到
底
本
年
の
戦
の
比
で
は
な
い
・
故

…
・
極
掌

れ
ば
馨

・
今
年
始
　

傘

絶
つ
奉

だ
芸

っ
て
も
美

な
い
位
で
・
馨

募

決
心
の
足
泉

」
・
嘉

徳

、
講

・
辛

育

馨

久
し
塵

号

・
・
避
・
れ
・
避
け
…

の
出
蘂

人
命
爵

産

至

の
大
損
失
を
來
し
た
の
奮

も
云
へ
・
。
倉

混

大
戦
の
掌

た
・
西
磯

線
の
載
呪
に
就
き
昨
年
三
員

㎜
來

の
こ
ど
を
極

く
簡
輩

に
申

述

べ
や
う

と
思

ふ
。

～

九
「七
年
二
塁

・
西
義

線
昊

謄

於
・
充

西

究

月
マ
義

を
終
つ
奮

の
慧

其
讐

云

講

演

性
器

大
腰
三

)

、

第
八
巻

^
璽

號

五
五

)、
.

五
五

「

「
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演

世
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三

第
八
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(璽

號

五
六
}

垂

ハ

惚

よ
。
。

一
空

六
年
七
月
・
・
+

一
月
・
亘
・
所
謂

…

繋

、
聯
合
軍
の
野

暮

3

れ
・
畳

・
・

.

璽

の
莞

ダ
.
攻
撃

牽
制
し
得
奉

は
其
人
手
柄
で
あ
・
け
れ
書

兵
員
の
堤

窒

っ
て
は
濁
逸
軍
美

一

養

な
く
、
画
嚢

線
・
全
讐

覚

書

、
大
・
・
甥

を
謬

得
・
か
・
た
。
然
・
に
二
月

百

か
ら
・
潜

航
艇
を
以
て
無
拘
束
箭

墨

沈
を
や
る
忌

・冒

し
て
、
そ
れ
が
響

に
米
國
あ

国
交
羅

を
惹
き
起
こ
し
π

凋
逸
は
、
共
同
し
こ
月
の
末
か
ら
し
て
先
づ
英
軍
の
前
面
で
湛
却
を
開
始
し
た
。
さ
れ
ば
弦
に
海
&
睦
ε
に
於
て

鍵

の
軍
事
行
動
に
.蒼

が
あ
る
や
乏

馨

ら
れ
・
け
磐

、
其
讐

れ
は
矛
盾

で
な

い
・
難

は
ニ
ケ
傘

一
の
欝

に
よ

っ
て
、
全
勝

を
制
す
る
こ
あ

甚
困
難
で
あ

・
の
を
讐

た
・
羅
馬
尼
姦

っ
て
暴

頓
に
頻
り
に

…

轄

・
希
望
裏

明
…

う
…

た

・
は
、
要
・
…

}

幕

和
の
潮
時
薯

嘉

か
ら
で
あ
る
・
所

が
聯
A
.
諸
國
は
容
易
に
之
に
患
じ
さ
う
も
な
い
。
そ
・
で
聯
禽

を
威
嚇
す
る
矯
め
に
・

恵

は
げ
し
い
潜
航
艇

職

を
以
て
之
を
饗

す
薯

に
し
奉

で
あ
・
。
.養

う
が
陸
上

の
方

で
は
・
暫

禽

を
断
念
し
・
進
警

衛

　
動
が
減

じ
禁

ら
、
強
ひ
て
今
迄

の
凸
凹
多
き
厄
介
儀

線
喜

守
す
る
必
要
は
な
い
・
そ
れ
よ

り
は
も

つ
尋

夏

竣

約
・
義

線
掻

・
て
、
・
・
-
・
・
㌘

・
姦

す
る
方
が
い
く
ら
優

し
か
知
れ
な
寒

い
ふ
…

に

一
な
つ
π
。
・
れ
海

に
於

て
は
攻
勢
重

り
つ
・
、
陸
上
に
於
て
等

艶

出
で
窃

以
で
あ
る
・
斯

く
解
繹
す
れ

ば
毫
も
其
間
に
矛
盾
す
る
所
が
な
一
、
演
帝
ヵ
↓

が
皇
后
の
察

な
・
プ
ル
ポ
豪

鑑

じ
て
・
講
和
に
關

す

る
佛
國
の
意
嚮
を
探
ち
し
め
た
の
も
、
實
に
此
昨
年
三
月

で
あ
る
こ
老

併
せ
考

へ
る
ε
、
此
間

の
消
息
が
愈
々

明
白

に
了
解

さ
れ

る
だ

ら
う
。

事
髭

の
㌍

で
あ
・
か
ら
し
て
、
凋
整

の
・
ン
デ
ン
ブ
多

線
迄
の
撤
退
は
・
飴
儀
な
ぎ

れ
蕪

も
無

,

.

■
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一婦

で
拡
な
い
難
λ
士

ぜ
し

て
任
意

の
行
動
で
あ
る
。
其
撤
退
は
こ
月
の
下
旬
か
ら
三
月
の
下
旬
迄

つ
慣
さ
や
呪幅
依

.

英

佛
両
軍
の
正
面
百

子

哩
に
亘
り
、
最
も
深

い
所
は
二
+
哩
程
後

へ
引

い
奮

い
ふ
ご
.ε
で
、
而
し
て
此
撤
退

、

…
に
よ
つ
て
凋
逸
軍
の
節
約
し
得
允
戦
線

の
正
面
は
四
十
哩
に
達
し
た
ε
の
こ
ご
だ
。
据
膳
を
食
は
ぬ
も
如
何
ε
云

….

つ
投
や
う
な
調
子
で
、
聯
合
軍
の
方
で
は
此
撤
退
に

つ
れ
て
前
進
を
始
め
た
が
、
敵

の
方
が
壁
悟

の
上
の
退
却
で
.

あ

っ
た
爲
め
捕
虜
も
鹵
獲
晶
も
共

に
極
め
て
僅
少
で
あ

っ
な
の
は
無
理
も
な
い
。

然
し
な
が
ら
聯
合
軍
は
此
前
進

か
ち
し
て
景
氣

つ
き
、
四
月
上
旬
英
国
軍
先

つ
攻
勢
を
ε
り
所
謂

ア
ぞ
フ
ス
會

.

戦
を
や
り
、
同
月

の
中
頃
か
ら
佛
軍
も
同
様
攻
勢
に
出
で
、
、
所
謂

工
ー
ヌ
第
二
會
戦
を
や

つ
な
。
両
軍
共
に
最

=
初
の
景
氣
は
悪
る
く
な
か
っ
た
が
幾
も
な
く
頓
挫
し
な
。
こ
れ
は
革
命

の
露
國
が
事
實
上
猫
逸
`
休
職
同
様

の
献

、

皿
態
に
陥

っ
授

の
で
猫
逸
は
東
部
戦
線
か
ら
其
兵
員

の
移
動
を
行
ひ
、
四
月

の
末

に
は
佛
白
方
面
に
百
七
十
師
團
を

.

集
中
し
得
だ
爲
め
で
v
撫
で
其
百
七
十
師
團

の
内
、
三
十
師
團
.は
総
理
備
隊

こ
な
り
、
あ
ご
は
七
十
師
團
づ
、
英
佛
.

　

ロ

一
両
軍
に
対
峙
し
な
の
だ
ε
も
云
ふ
。
.そ
れ
か
ら
六
月
に
な
る
ε
英

の
第
二
軍
は
又
攻
勢
に
出
で
、
所
謂

メ
ツ
シ
ー

気

會
戦
を
や
つ
集

再
三
+
哩
を
隔
て
篇

敦
ま
で
聞
え
る
程
の
地
雷
爆
獲
を
や
つ
な
割
合
に
は
真
成
功
大
な
ら

か

、
そ
れ

に
続

き
て
六
月
の
末
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
濁
軍

の
逆
襲
も
、
七
月
末
英
国
軍
の
方
か
ち
更
に
攻
勢

に

　

宍

第
三
f

プ
ル
霞

も
・
港

捗
々
し
き
勝
整

く
・
八
月
以
健

な
窪

形
裁

し
奨

佛
軍
に
有
利
で

　
　ロ

一
あ

っ
な
け
れ

ざ
も
、
そ
れ

8
て
も
著

る
し

い
成

功

と
椚

す

べ
き
程

の
こ
ご
は
な
か

つ
穴
。
英

の
第

三
軍
司
令
官

ピ

ー

ソ
.グ
將
軍

が
例

の
如

く
砲
撃

に
よ

る
準
備

を
ば

せ
事

に

、

一
九

一
六
年

の
秋

か
ら
英
軍

が
漸

く
使

用

し
出

し
な
彼

一
め

「
タ

ン
ク
」
を
用
み

て
十

一
月
下

旬

ヵ

ム
プ

レ
イ
方
面

に
謝

し
突
然

行

つ
穴
攻
撃

も
、
亦
甚

だ
輕
少

な
成
功

に
終

一
講

演

世
界
の
天
職
(二
)

第
八
巻

(第

一
號

五
七
)

五
七

.

ヒ
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講

演

喋

。
盗

^
二
)

葉

巻

笙̂

號

五
八

)

五
八

　
づ
・
.
そ
こ
で
鍵

・
暫

襲

・
ま

う
・
・
、
誓

・
・
て
有
利
な
藷

を
講
じ
や
訂

し
て
「
頻
り
に
あ

せ
り
潤
、
。
。
『
ブ
レ
ス
ト
.
ジ
ト
ヴ

ス
・

の
講
審

議
轟

磐

中
止
・
な
の
鑑

激
誓

画愚
見
の
合
致
を
見
ぬ

.

に
も
昏

、
響

の
内
部
に
も
意
見

・
至

繁

・
君

か
・
で
も
あ
窪

・
云
ふ

も

の
＼

萎

は
斯
く
長
引

廟
議

難

路磐
髄難

無

謬
蟻
纏
弼㌧難

肚　膿
難

「。
講
和
籍

を
片
付
け
、
其
月
の
二
+

百

か
ら
し
て
、
…

方
面
集

馨

実

攻
勢
重

り
・
英
需

軍

…
の
接
雑

な
孚

ソ
カ
・
タ
ツ
を
中
雷

撃

し
て
左
馨

縛
し
・
・

ご…

を
屠
色

里
に
迫
ま
ら
む
ε
k

莉
謄

長
距
離
警

以
・
巴
里
を
砲
撃
し
念

を
動
揺
喜

む
茎

て
た
・
芒

鍵

軍
最
後
の
畿

で
・
鷺

一
の
決

を
此

「
翠

に
賭

し
た
も

の
で
あ

る
。

　「

此
猛
烈
な
る
轟

に
射
し
て
は
、
流
石
の
英
軍
も
奮

う
か
ざ
る
を
得
肉

其

グ
ー
チ
將
軍

器

五
軍
は
フ
ホ

ー

　ソ
.
ぺ
。
ウ
義

悪

露

に
手
事

・
聖
フ
・
方
面
罎

退
せ
ら
れ
、中
央
軍
は
同
じ
ー

マ
峯

ツ
ッ
務

軍
に

　敗
ら
れ
盤

ご
連
絡
重

り
つ
曇

た
第
三
軍
亦
・
チ
ア
あ

敗
・
所
覆

-
誉

ン
ソ
ム
　

ア
ズ
あ

間

、
一
で
脇
塞

の
戦
線
が

夏

中
煙
.
る
庭

至
り
、
佛
の
騎
兵
封

着
覧

・
て
辛
・
じ
て
羅

を
覆

す
る
忌

一

番

た
。
此
姦

が
。
・
蕉

・
聯
盆

・
大
・
讐

、諮

翻

・
任
曾

て
以
・
譲

・
統

景

岡
り
・協
同

動

作
を
塞

に
せ
む
こ
蕃

期
す
・
に
至
つ
あ

で
あ
・
が
、
抑
も
今
迄
此
任
命
を
見
な
か
っ
た
の
は
・
箆

聯

」、合
舞

大
な
。
失
磐

あ
・
の
で
、
是
よ
り
先
き
馨

國
は
以
太
利
募

・
ゾ
・
・
オ
戦
線
で
大
敗
せ
乏

警

・

一.

昨

充

一
七
年
+

一
月
の
初
島

耗

線
及
び
以
太
利
の
戦
勢

通
・
て
協
同
動
作
の
實
墓

ぐ
自

的
を
以
て

、

圃

.

・



〆

」常
設

の
聯
合
軍
事
會
議
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
れ
け
れ
ざ
、
然
か
し
此
會
議
は
聯
合
各
國
か
ら
首
相
&
外

一
名

り
」

.

閣
員
を
出
し
て
之
を
組
織
す
る
ご
云
ふ
の
で
あ

る
か
ら
し
て
、
名

は
常
設
會
議

で
も
事
實
ば
常
設
で
な
い
q
加
.ふ

…

乏

聯
合
諸
国
が
そ
れ
一

専
暫

灌
を
出
來
得

る
限
り
保
留
し
や
皇

云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
此
會
議

の

.

設
立
に
よ

っ
て
指
揮

の
統

一
が
直
に
満
足
に
行
は
れ
す
、
從

っ
て
協
同
動
作
も
遺
憾
な
く
出
乗
る
こ
い
鉱
隷

に
は

…
な
ら
な
か

つ
π
・
そ
・
で
今
斯
か
る
讐

で
は
猛
烈
な
る
塁

の
攻
諺

當

る
こ
表

出
來
ぬ
忌

】を
讐

・
愈

々
総

司
有
官
を
置
く

こ
と

＼
し
な

の
で
、

三
月

二
十
八

日
そ
れ

に
任
命

さ
れ
た

の
は
佛

國

の

7

エ
ル
ヂ
ナ

ン
・
フ

オ

ソ

シ
ユ
で
あ

る
。

【
.
.

…
総
帥

が
出
來
た

ご
て
直
ぐ

に
戦

の
勝
敗

に
利
目

の
あ

る
鐸

で
は
な
く
、
濁

逸
軍

は
四
月

に
入

っ
て
も
依
然

ご
し

…
て
攻
勢

を
纏
け
北
方

で
は

フ
ォ
.ン
・
ア

ル

ニ
ム
將
軍

は

フ
ラ
ン
ダ

ー

ス
方

面

の
英
葡

両
軍

め
接
燭

黙

を
目
的

ご
し

　
ド

て
前

進

し
、
英
軍
を
敗

り
て
四
月

の
末

に
は

イ
ー
プ

ル
を
距

る
二
哩

の
地

黒
ま
で
達

し
穴
。
此
方
面

に
於
け

る
濁

一
逸

軍

の
最
も
優

勢

な

る
時

に
は

、

カ

レ
イ
の
埋

命
す

ら

も
氣
遣

は
れ
た
ε

い
ふ
ご
ε
で
あ

る
。
然

し
な
が
ら

イ

ー
.

ブ

ル
方

面
も
丙

ア
ミ
ア

ン
方

面
も

四
月

の
末

に
は
濁
軍

の
前
進

が
停
止

し
て
、
戦

線

の
固

定
を
見

る
こ
ヒ
が
出
來
.

π

の
み
な
ら
季
、

ル
ー
デ

ソ
ド

ル
7
が
濁
軍
を
指

揮

す

る
こ

ご
に

な

っ
て
か
ら
、
五
月

の
末

に

ラ

ソ
ス
・
ソ
ァ
ソ
ン

一
の
線
に
於
て
璽

菱

攻
勢
を
ガ

、
・
ア
・
ソ
を
ぱ
略
取
し
な

讐

も
・此
方
面
も
亦
⊥八
月
二
目

里
を
踞
る

.

こ

と
四
十
哩

の

シ
ヤ
ト
ウ
.
チ

エ
リ
イ
に
到

っ
て
停
止

し
だ

。但

し

濁
軍

の
攻
勢

が

こ
れ

で
全

く
終

つ
授

の
で
は
な

く
六
月

九
日
に

は

ノ
ァ

ヨ
》

・
モ
ソ
チ
デ

ェ
ー

方
面

の
佛
軍

を
敗

っ
た
が

、
更

に
七
月
十

五

日
に
至

っ
て
は

、

ラ

ー
ソ
ス
の
東

西
六

十
哩

に
亘

の
、
六
十

四
価
團
即

ち
絡
軍

の
約

三
分

の

一
を
以

て
大

攻
撃
を
試

み
、
竿
均
三
哩

の
進

.

講

演

世
界
の
大
戦
(
二
)

曽
・、

第
八
巻

(第

一號

五
九
)

五
九



講

、
演

世
界

の
大
戦

(
二
)

.

第

八

巻

(第

}
號
.

六

〇

)
.

六

〇

揖

を
な
し
て
、

亘

聯
合
軍
旨

復
真

姿

τ

享

工
一

を
再

ひ
嚢

妄

。
・
れ
所
謂
第
二

マ
ル
・
會

戦

で
あ

・
然
し
芸

ら
こ
.義

募

最
後

の
前
進
で
あ
っ
て
、
其
後
三
日
に
し
て
聯
盆

側

の
盛

り
返

へ
し
が
フ

.

オ

ソ

シ
ユ
將
軍
に
よ

っ
て
始

め
ら
,れ

だ

の
で
あ

る
。

フ
オ

ツ

シ
ユ
総
司
令
官

の
率

み

る
兵
数

は
濁
逸
軍

の
そ
れ

に
比

べ
て
少

い
も

の
で
は

な
か

つ
π
。
五

月

中
頃

に

於

て
聯
A
ロ軍
側

三
百
萬

に
封
ず

乃
濁
逸

方

二
百
⊥
八
十

]二
萬
九

千
こ

い
ふ

の
は

、
無
論
精

密

な
計
算

で
は
あ

る
ま

い一

一
が
、
全
-
取
る
に
児
島

肇

で
も
な
か
ら
う
。
加
之
、
聯
合
軍

の
味
方
に
は
、
急
速
度
を
以
て
増
加
す
る
新
手

6
米
国
軍
が
あ
る
。
け
墾

も
聯
合
軍
は
墜

比

べ
て
種

・
不
利
益
蕪

を
有
し
て
居
た
・
こ
い
ふ
の
は
外
で
は

、

な
い
、
北
佛

の
戦
線
は
巴
里

・
・
ア
ソ
に
面
す
る
方
向
に
於
て
、
袋

の
加
配

張
溜

る
曲
線
を
な
し
・
難

軍

…
が
其
曲
線
の
殉
側
の
方
に
在
る
に
反
し
聯
合
軍
は
其
外
側
に
立
っ
て
居

鬼

。
さ
れ
ば
濁
逸
軍
の
方
は
必
要
に
慰
.

し
短
皐

讐

よ
つ
て
迅
速
に
溌

墜

差
し
向
け
る
こ
ε
が
出
来
る
け
れ
書

、
聯
盆

の
方
に
は
此
便
利
が

至
廉

い
。
加
ふ
る
に
聯
合
暮

方
は
名
の
示
す
が
如
集

ま
り
者
募

る
。
如
何
に
巧
響

協
同
方
法
を
講
じ

斎

で
鍵

悪

や
急

撃

一
・
し
得
留

・
ふ
不
利
益
が
あ
・
・
余

席

月
下
旬
以
後
聯
盆

が
如
要

一
る
順
.序

を
以
て
戦
線
に
排
列
さ
れ
て
居

π
か
を
略
述
す
れ
楼
、
戦
線
の
最
北
部
に
は
悔
に
左
翼
を
持
た
せ
て
白
耳

義

軍
が
居
り
、
真
南

に
は
佛
軍

の

蔀

隊
と
英
軍

墓

あ
り
、
葡
軍

の
小
部
隊
は
英
軍

の
問
に
介
在
し
ぢ
居
る
・

妬

方
面

の
輩

は
即
プ
ー

ユ
L

下

將
軍

の
牽
ゐ
・
第
二
軍
で
あ

っ
て
、
其
他

の
所
謂

フ
・
憂

一
盈

異

に

後

に
白
耳
義
王

ア
峯

ル
の
指
揮
下
に
畢

る
て
こ
差

婁

の
だ
。
其
南
に
繧
あ

は

〆
ー
ド
ウ
ツ
ド
將
軍
の

一
英
第
五
軍

、
共
布

で

ア

ぞ

フ
ス
誇
面

か
ら

ド

エ
ー
に
向

ふ

の
が
ホ

川
ソ
將
軍

の
牽

み

る
英

の
第

一
軍

に
レ
て
其
最



.

左
翼
に
は
加
掌
随
兵
が
あ
る
。
真
吹
は
ビ

ン
グ
將
軍

の
英
第
三
軍
、
こ
れ
に
は
涙
淵
軍
が
居

る
。
.次
は
ゴ
ゾ
レ
シ

ヅ

ン
將
軍

の
蕎

四
軍
で
、
.60
ち
雛

の
左
警

籍

す
る
も
の
で
あ
・
。
碁

即
ち
南
か
鼠

讐

受
持
の

「戦
線
ε
な
り
、
先
づ
デ
プ
ネ

イ
將
軍
の
牽
み
る
第

一
軍
を
最
左
翼
&
す
る
。
後
に
聯
合
軍
が
前
進
す
る
8
丁
度

サ

ーン
・
カ

ソ
タ

ソ
の
邊

が
英
佛
而
軍
・の
接
燭
黙

ε
な

っ
た
。

デ

プ
ネ

イ
軍

の
右
に
は
後

れ
て

戦
線

に
加
は

つ
た
ウ

ソ

ペ
ル
の
第
三
軍

が
あ
り
、
其
者

に
は

マ
ソ

ジ
ア

ソ
將
軍

の
第
十
軍

が
列

び
、
こ
れ

か
ら
し

て
袋

の
や
う

な
曲
線

を

.

な
し
戦

線
は
次
第

に
東

方
に
向

ふ

の
で
あ

る
が

マ
ソ
ジ
ャ

ン
將
軍

の
右
に
は

デ
グ

ツ
ト
の
第
六
軍

ベ

ル
プ

・
-

の

第

五
軍

及

ぴ
グ

ロ
ー

の
第
四
軍

と

い
ふ
順

で
、
此

グ

ロ
ー

の

シ
や

あ
パ
ー

ニ
ユ
軍

の
東
は

ミ

ュ
ー
ズ
河

の
両
岸

か

一
路

ア

ル
ず

ス
、

ロ
川
レ
イ
ン
の
方
面

の
戦
線

を
受
持

つ
米
軍

に
続

く

の
で
あ

る
、
然

か
し
米
軍

に
は
此
外

に
白

耳

妻

王
の
配
下
に

蔀

隊
、
英
第
四
軍
ご
共

に
行
動
す

る

一
部
隊

が
あ
り
、
佛
軍

の
中
に
温
室
る
も
の
ご
し
て
は
、
マ

　
ン
シ
ヤ
ソ
、

ベ
ル
ζ

古

將
軍

の
部
下
に
登

藤

あ
・
。
而
・
て
些

ル
ζ

[
艦
籍

指
揮
に
は
・
佛
軍

…
米
軍

の
外
以
太
利
軍

の

一
部
隊
が
あ
る
。
此

の
如
く
複
雑
を
極
め
於
序
列
を
以
て
聯
合
軍
は
最
後

の
攻
勢
を
執

つ

な
の
だ
。
之
を
し
て
機
に
慮
し

一
致
の
行
動
に
出
で
し
め
、
入
月
中
に
は
既
に
勝
ち
軍
の
大
勢
を
定
め
、
八
月

の

.

末
ま
で
に
は
將
卒
二
十
五
萬
鯨

の
捕
虜
を
得
て
、
十
月
に
は
狸
軍
を
し
て
屈
服

の
外
な
き
に
至
ら
し
め
セ

の
は
ギ

聯

合
軍
が
魯

覆

の
膀
を
固
め
π
の
ε
、
米
軍

の
助
力
の
爲
め
に
職
線

の
稀
薄
を
見
る
羨

至
っ
た
の
く

フ
オ

㏄
ツ

シ

ユ
將
軍

の
帥
算

妙
簿

に

よ

る
も

の
で
あ
ら

う
。一

　
.

第
六
講

参

戦

後

の
米

国

　

一
九

三

八
年

の
末

大
統

領

ヰ

〃

ン
ン
は
交
戦
各
國
.に
要

求

す

る
に
↓
其
各
如
何

な

る
條
件

に
よ

っ
て
講

和

せ
む

.

講

演

世
界
の
大
戦
(二
)

ド

・

第
八
巻

(第
一
號

六

一
)

六

}



…
講

演

世
界
の
大
勲
(
二
)

・.
第
八
巻

(第
一
號

六
二
)
、

六
二

.

ご
欲
す

る
や
を
欄
陳

せ
む

こ
と
を
以

℃
し
た
。
人
道

の
爲

め
に
戦

争

の
終
熄

を
圖

つ
だ

の

で
も
あ

ら
う
が
噛

論
者一

一
或
は
之
を
以
て
、
米
国
ま
で
が
世
界

の
大
戦
に
捲
き
込
ま
れ
さ
う
な
危
険

の
愈

々
間
近
か
に
迫
ま
っ
て
楽
な
か
ら
.

.

此
難
を
遁
れ
む
が
爲
め
に
、
・
ル
・
・
蒼

空

轄

の
速
成
を
希
望
髪

の
だ
ε
も
云
ふ
・
主
要
な
る
動
機

の
.

一
何
れ
に
存

し
な

に
も
せ
よ

、
彼

の
提
議

は
中
立
国

の
引
ち

で
も
最

も
優
繕

し

π
米
国

の
元
首

ε
し
て

,
極

め
て
相

…
富

。
役
割
り
を
演
。
奄

の
芸

は
な
け
れ
は
な
・
漢

。
但
し
巷

語

準

急

・
効
果
藁

け
得
肉

凋

一
逸

は
飽
差

で
も
無
條
件
に
競

艇
の
撃

や
ら
窪

い
ふ
の
で
、
二
月
に
米
響

國
交
結

絶
し
・
四
月
育

死

は
米
国
か
ら
し
て
濁
誓

交
戦
歌
態
に
在
る
こ
差

宣
言
す
る
こ
…

な
つ
穴
。
こ
れ
か
ら
し
て
所
謂
米
国
式

の
活

動

が
始
ま

つ
れ

の
.で
あ

る
。
.

、

一

叢

・
蒔

・
米
・
肇

芸

ふ
・
・
は
誠

・
堅

砦

清
楚

在
り
塘

軍
民
兵
籍

種
町
農

暮

.

し
て
も
将
校
が
九
千
五
百
二
十
四
人
下
土
以
下
二
十
萬
二
千
十
人
あ
る
の
み
で
あ
っ
な
。
そ
こ
で
其
敷

を
増
加
す

…

薦

め
に
既
設
部
隊
を
法
律
の
許
す
限
り
増
加
し
窮

み
な
ら
茜

月
の
下
旬
に
骸

兵
菱

を
遜

さ
し
れ
・

乏

れ
は
年
齢
二
士

墜

り
三
+

晟

に
至
裳

で
の
壮
丁
を
し
て
申
告
せ
し
め
、
其
中
か
ら
必
要
賃

警

抽

奮

・
・
て
饗

す
・
?

あ
・
.
而
・
て
簸

箏

.べ
農

警

・
き
て
・
最
初
昼

餐

制
限
害

い
π
の

で
あ

る
け
れ

ざ
、
後

に
は
大
統

領

の
見
込

に
任

か
す

ご
い

ふ
ご
&
に
し

穴
。

ヒ
、

…
英

図

で
當

局

0
頭
脳

を
な
や
ま
し

π
大
問

題

で
あ

っ
拠

所

の
徴

兵
令

の
方

は
、
米
国

で
は

一
息

に
成

り
立

つ
な

…
の
で
あ
る
が
、
扱
て
斯
べ
し
て
集
め
る
壮
丁
に
必
要
な
被
服
武
器
を
供
給
し
之
に
軍
議

育
を
授
欧
重

云
ふ
ご
、

墓

、
こ
饒

馨

曇

ら
ぬ
仕
憂

、あ
る
の
み
な
争

、
之
姦

羅
巴
の
職
場
邊

超

す
逢

が
更
に
大
事



.

業

で
あ
る
。
其
筈
の
費
用
達
し
て
は
宣
戦
後
幾
も
な
く
百
四
十
憶
圓
の
軍
費
が
可
決
せ
ら
れ
、
・其
財
源

ε
し
て
軍

…
事
公
債
が

リ
バ
ー
プ
イ
公
債

ε
い
ふ
名
で
獲
行
さ
れ
な
。
租
税
&
相
待
っ
て
莫
大
な
る
歳
出
に
慮
す
惹
爲
め
で
あ

…
る
。
其
第

一
回
は

一
九

一
七
年
六
月
第
二
回
は
同
年
十
月
に
募
集
せ
ら
れ
投
が
、
第

一
回
は
四
十
億
圓
、
第
二
四

更

+
箇

の
斐

額
で
あ
っ
た
に
も
係
は
ら
季
・
両
度
港

申
込
額
の
方
蓬

か
に
蒙

額
に
難

し
・
笙

一
回

に
は
五
割
、
第
こ
回
は
更

に
そ
れ
よ
り
以
上

の
超
過
を
見
だ
の
で
、
政
府
は
其
全
部

の
申
込
に
慮
せ
す
、
超
過

τ

な
中
の
雰

程
を
採
用
す
る
こ
隠

し
だ
。

…
徴
兵
事
務

の
方
は
、
六
月

の
大
部
分
を
申
告
登
録
に
費
し
、
⊥
八
月
二
十
二
日
に
は
九
百
六
十
五
萬
人

の
登
録
を

.

終

り
、
其
中
先

つ
六
十
八
萬
七
千
を
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
入
管
せ
し
む
る
こ
ε
に
し
た
が
、
、欧
洲
戦
場

へ
涙
.

遣

の
方
は
そ
れ
等

の
物
に
な
る
の
を
待

っ
て
は
居
ら
す
。
涙
道
軍

の
総
司
会
官

乙
し
て
は
、
最
近

メ
キ
シ
コ
出
征

…
軍

の
司
令
官
で
商

つ
π
パ
ー

シ
ン
グ
將
軍
が
任
命
さ
れ
、
向

将
軍
は
六
月
八
日
に
既
に
倫
敦
に
渡
り
、
同
月
中
旬

.

に
は
佛
國
に
著
し
た
。
司
令
官
に
少
し
く
後
く
れ
て
.
米
軍

の
先
獲
部
隊
も
、
⊥八
月
下
旬
に
は
佛
國
の
土
を
踏
む

.

こ
ご
に
菰
り
、
そ
れ
か
ら
し
て
後
は
船
繰
り
の
都
合
の
許
す
限
り
、
後
続
部
隊
を
渡
海
せ
し
め
、
宣
戦
後
丁
度
百

.

八
十
七
日
目
で
十
月

の
中
旬
に
は
、
米
兵
の

一
部
分
が
佛
國

に
於

て
堅
壕
の
勤
務
に
就
く
こ
ε
Σ
な
つ
だ
。
そ
れ

…
か
ら
戦
死
者
を
見
る
に
至
つ
琵
の
は
十

】
月
上
旬
の
ζ
ε
で
あ
る
。

以
上
述

べ
來
れ
ば
事
極
め
て
簡
単
の
や
う
で
あ
る
が
、
實
際
は
中
々
複
雑
.な
仕
事
で
あ
っ
な
。
米
兵
の
陸
揚
を

.

な
す
に
就
き
て
は
、
前
以
て
埠
頭
の
設
備
を
も
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
だ
。
上
陸
地
か
ら
屯
管
地
迄
特
別

の

鐵

道
を
も
敷
設
し
セ
。
其
長
さ
は
宣
職
後

}
グ
年
に
六
百
哩
に
達

し
な
ε
云
ふ
。
其
線
路
を
蓮
韓
す

る
車
輌
は
皆

　
ゴ講

演

世
界

の
大
戦
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二
)
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講

演
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六
四

.

米

国
か
ぢ
持
参

の
も

の
で
あ
る
。
叉
先
獲

の
技
師
は
佛
國
に
於
て
材
木
の
伐
採

か
ら
始
め
て
宇
永
久
の
兵
舎

の
構

趾
氾
に
従
事
し
穴
ゆ
食
料
品
の
如
き
本
圃
か
ら

一
々
鹸
…速
し
な
こ
ε
は
勿
論

で
あ

る
。
金
銭
に
苦
ま
ぬ
國
柄

の
こ
と

パ

云
ひ
な
が
箕

敏
澹

於
て
は
箆

懇

を
箏

る
も
の
で
あ
ら
う
・

…・本
圃
に
於
て
は
九
月
更
に
二
面
三
十
億
圓
の
軍
事
費
が
可
決
さ
れ
旋
。
其
中
で
七
十
億
始

り
は
公
債

の
乗
替

へ

」に
宛
て
起
者

で
、
精
密
な
意
味
に
於
け
る
軍
事
上
の
支
出
で
は
な
い
け
れ
ざ
、
そ
れ
に
し
て
も
莫
大
な
る
軍
事
費

　
で
あ
る
。
此
金

の
出
所
は
、
.公
債

に
の
み
依

る
で
は
な
く
、
新
税
を
も
宛
て
に
し
だ
の
で
、
所
得
税
、
戦
塒
利
得

.

税
及
び
酒
税
か
ら
の
み
で
も
合
計
凡
三
十
億
以
上
の
歳
入
を
得
や
う
ご
云
ふ
計
蓋
が
両
院
を
通
過
し
た
。
但
し
参

.

職
以
前
ま
で
遡

フ
て

一
九

一
⊥
ハ
年

り
職
塒
利
得

に
課
税
し
や
う
円
い
ふ
案
楓
幾
ら
米
国
で
も
行
は
れ
な
か
つ
な
、

戦
争
参
加
に
件

っ
て
起

つ
授
現
象
の
主

な
る
も

の
を
畢
ぐ
れ
ば
其

一
は
酒
類
禁
止
運
動
の
勃
興
で
あ
る
。
戦
争

に
際
し
て
殊

に
節
酒
若
↑
は
禁
酒
を
目
的
ピ
す
る
立
法
を
や
つ
な
の
は
、
必
し
も
米
國

の
み
に
限

つ
允
こ
ε
で
は

な

い
が
、
此
方
面
に
於
て
米
国
に
特
殊
な
や
り
方
は
食
料
品

の
節
約

の
爲
め
、
食
料
品
よ
り
し
て
酒
類
を
醸
渣
専

一
る
こ
ε
に
厳
し
い
制
限
を
加

へ
、
食
料
に
す
る
よ
り
も
酒
に
す
る
方
が
よ
い
場
合
に
は
、
大
統
領
の
認
可
を
得
て

一

醸
造
す
る
こ
ご
に
し
な
。
米
国
は
共
實
食
料
品
に
左
の
み
不
便
を
戚
毬
蹟
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
自
国
民

の
み
の

需
要

の
爲
め
に
は
斯
か
る
制
限
を
設
く
る
必
要
を
見
ぬ
の
で
あ
る
け
れ
ご
、
聯
合
諸
国
の
食
料
不
足
を
救
済
す
る

一
薦
め
に
此

の
如
く
暖
し
い
節
約
法
に
出
で
起
の
で
あ
る
。
而
し
て
以
前
か
ち

の
禁
酒
運
動
は
此
参
戦
を
機
會

こ
し

一
て
從
來
の
活
動
を

一
層
援
暖
し
、
議
會
に
於
て
は
米
国
全
禮

を
禁
酒
國
π
ら
し
む
る
目
的
を
以
て
の
建
議
案
が
通…

一
遍

し
、
更

に
之
を
各
州

の
意
見
に
問
ひ
其
批
准
を
求
め
て
確
定
す
る
こ
ご
、
な
つ
だ
が
、
こ
れ
は
唯
僅
に
十
三
州

「



∵
の
み
の
批
准
を
得
た
に
過
ぎ
な
か

つ
な
の
で
、
遂
に
其
當
の
目
的
を
ば
達
し
得

な
か

つ
.た
け
れ
ご
、、
事
實
上
禁
酒
.

ア
　

コ

…
を
實
行
ず
る
州

の
藪

が
次
第
に
増
加
し
て
、
二
+
七
州

の
多
き
に
達
し
、
此
十
二
月
か
ら
復
員
の
終

る
迄
酒
類

の

…
醸
造
を
停
止
す
る
令
も
出
た
。
休
職
に
な
っ
て
も
此
禁
令
は
弛
め
ぬ
ご
稠
し
て
居
る
。

…
次
に
特
筆
す
べ
き
は
造
船
業

の
獲
達
で
あ
る
。
抑
も
合
衆
国
は
十
九
世
紀
の
初
め

一
寸
海
運
國
に
な
り
か
け
や

う
こ
し
π
こ
泣
が
あ

っ
だ
け
れ
ご
、
其
後
頓
挫
し
て
、
国
力

に
不
似
合
な
程
微
々
た

る
海
運
力
を
持

っ
て
居
た
。

容

れ
ば
大
西
洋
方
面

の
海
連
は
欧
洲
殊
に
英
国
、
次
に
は
凋
逸
船

の
横
行
に
任

か
せ
、
大
卒
洋

の
方
面
は
日
本
に

　比
。
て
す
ら
遜
色
あ
・
亀

鑑

か
つ
た
の
で
あ
。
.
然

。
髭

度

の
世
界
大
熱

始
ま
っ
て
か
ら
、
殊

に
米
国

…
の
参
戦
以
後
、

一
は
兵
士
及
び
軍
需
品
を
楡
速
し
、
聯
合
国
に
物
資
を
供

給
し
且
濁
逸

の
潜
航
艇

の
爲
め
に
喪
失

、

せ

る
分
を
補
填
す
る
矯
め
に
、
非
常

な
る
勢
を
以
て
艦
船

の
増
建
を
や
り
出
し
龍
。
大
西
洋
大
卒
洋
両
岸
に
あ

る

…
各
造
船
所
で
大
車
輪

で
以
て
建
造
し
た
の
で
、
軍
に
其
竣
功
の
早
さ
に
於
て
従
来

の
記
録
を
破

つ
忙
の
み
な
ら
す

願

敷
の
増
加
も
亦
夥
し
く
、
開
戦
以
後
本
年
八
月
の
末
造
に
進
水

せ
る
船
舶
六
百
五
隻
、
其
中
艤
装
を
終

っ
て
引

渡

せ
る
も

の
三
百
三
十
五
隻
、
二
百
二
萬
噸
弱
に
達
し
授
ε
云
ふ
。
斯
く
米
国
が
大
規
模
に
増
建
し
な
船
舶

の
軍

皿
に

一
時

の
使
用

に
供
せ
ら
る
＼
の
み
で
な
い
こ
ε
は
、
米
国

の
當
局
者
も
最
初
か
ら
し
て
言
明
し
て
居
る
こ
ε
で

一
あ
っ
て
見
れ
ば
、
講
和

㊧
成
立
し
た
曉

に
日
本
の
海
運
業
に
直
接
間
接
の
影
響
を
與
ふ
る
こ
ε
蓋
し
少
く
は
な
か一

一
ら

う

ε

考

へ
る

。

一

米
國
は
斯
く
自
国
で
持

へ
沈
船

の
外
、
外
國
か
ら
買
入
れ
叉
は
其
他
の
方
法
例

へ
ば
日
本
.か
ち
船
腹
を
借
り
費一

.

や

う
な
方
法

に
よ

っ
て
輸
送

を
行

つ
だ

か
ら
し

て
欧
洲

派
遣

兵
の
敷

が
急

速

に
増

加
し
拠
。
.本
年
春

フ
オ

ッ

シ
ユ

講
・
演
.

世
界
の
天
職
(二
)
.

第
八
巻
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「
號

六
五
)
.

六
五

.
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講

演
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世
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の
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三
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念

〔塑

號

杢

C

六
六

薪

醤

縫

線
の
響

奢

美

っ
て
、璽

の
攻
碧

喰
ひ
止
・
書

し
蒔

に
は
・
づ

シ
ゾ
グ
壁

は
其

卑

の
米
兵
塞

げ
て
7
オ
ッ
ζ

に
提
供
し
芸

、
其
謄

は
既
に
米
軍
に
も
二
千
三
百
馨

の
損
失
か
あ
っ

一

姦

で
、
五
月
の
始
め
に
な
・
暴

謀
翼

γ

チ
か
5
し
て
在
佛
米
軍
五
+
高
望

奉

公
嚢

あ
っ
㌃

開

戦
講

2

蓬

ら
書

あ
っ
莱

國
將
禁

享

年
の
内
に
+
二
階

千
麗

・
二
+
萬
二
千
雫

士
卒
が
百

　
五
+
三
蕩

に
嘉

し
奉

量

ら
す
と
、
葦

か
ら
の
五
+
警

・
ふ
出
征
軍
皇

も
驚
鹿

足
畠

・
毛

一
あ

る
が
、
此
後

の
増
加
に
至
ヴ
て
は
更

に

一
層
急
速

で
、
六
月
中
旬
に
は
八
十
萬
以
上

ご
な
り
、
其

一
ケ
月
後
の

.

七
月
中
旬
に
は
米
国
陸
軍
.の
濃

二
百
二
+
萬
、
其
薮

は
出
征
軍
で
、
其
中
老
+
萬
は
現
に
灘

に
從
,事
し
・

潭

萬
は
英
佛
而
國
に
於
て
書

中
、
茜

だ
け
で
も

米
国
兵
は
八
+

・
所
に
分
れ
て
訓
練
葺

け

つ
亀

謹

、

}

云

ふ
次
第

ご
な

っ
た

。

一
死

の
如
き
暑

き
警

達
し
釜

は
、
米
軍

の
働
き
方
に
も
鍵
動
つ
あ
る
の
が
自
然
で
・
最
初
の
如

く
何
時
ま

で

も
蕎

の
巖

の
問
に
割
り
込
ん
で
轡

て
計
り
窟

蹟

。
そ
忌

7
・
・
シ
ユ
將
募

意
見
も
あ

り
蓋

.

月
下
旬
か
粟

兵
の
み

の
薯

蔑

す

る
こ

.・
に
葦

・
七
月
中
旬
迄
に
三
軍
團
晟

立
寛

・
八
月
か
ら
は
米
.

國
篁

軍
芸

も

の
が
出
来
た
。
.北
米
兵
の
大
部
分
は
前
回
に
も
逓

べ
た
通

り
佛

の
シ
ヤ
・
パ
⊥

牽

の
右
に

飼

ら
ぴ
、
・、三

L
ス
河
の
両
岸
か
き

5

イ
ソ
及

び
ア
;

・
方
面
を
受
持
ち
バ
、】
シ
ソ
グ
將
軍

の
直
支
配
の
.

.

下
に
著

た
け
讐

、
募

フ
・
・
ダ
、
・
に
も
・
・
プ
・
・
方
暫

も
其
他
に
も
蕎

響

漉
し
て
七
月
以
後

　
の
逆
讐

参
加
し
た
の
で
あ
る
。
期
し
つ
易

・
間
に
其
最

は
七
月
下
旬
に
出
征
軍
総
員
蔑

拾
五
聾

な
り

八
月

百

に
は
出
征
途
定

在
蕃

茄

は
へ
で
百
工
+
董

千
、
別
に
本
図
及
ひ
暴

に
饗

す
暑

は
百
四

●

.

・



-十
三
萬
こ
千
を
算
し
八
月
こ
十
四
日
に
は
出
征
軍

百
五
十
萬

ご
注
せ
ら
れ
だ
。
此
頃
の
輪
途
方

卑
増
加
は
、
.一,週
.

F

皿
問
に
十
萬
人
を
運

び
得
な
こ
と
も
あ
り
、
八
月

】
ケ
月

の
楡
迭
人
員
は
三
十

一
萬
三
千
で
、
即
ち

一
口
に
平
均
.
.
一

…
萬
人

つ
Σ
大
西
洋
を
渡

つ
π
こ
と
に
な
る
。
九
月
も
略
同
様
で
あ
っ
だ
。
當
局
者

憾
省
も
多
数

の
出
征
軍
を
派
遣

」

し

て

一
ケ
年
後
に
は
在
佛
総
員
四
百
萬
に
達
せ
し
め
や
う
こ
い
ふ
意
氣
込
を
示
し
、
徴

兵
令
に
從
來

の
二
+

一
歳

が

至
三
主

嘗

い
ふ
制
馨

存
し
て
響

て
は
必
饗

・藪

の
壮
丁
を
得
を

墓

難
憲

・至

の
で
、
羨

皿
正
を
思
ひ
立

つ
投
。
今
迄

の
徴
兵
令
に
よ

っ
て
登
録
さ
れ
だ
者
は
多
数
で
あ

っ
た
け
れ
ざ
、
健
康
上
の
.理
由
で
不

合

格
ヒ
な
つ
π
者
は
勿
論
の
窪

、
職
業
其
他
め
關
係
か
ら
し
て
徴
集
免
除
に
な
つ
穴
者
も
少
《
な

い
。
其
最
も
米

}

國
式
な
る

一
例
を
翠
く
れ
ば
野
球
を
や
る
職
業
的
運
動
家
が
免
除
さ
れ
て
居

る
こ
ε
で
あ
る
つ
佛
國

の
戦
地
斑
向

.

け
て

バ
ッ
ト

一
萬
四
千
本
を

　
度
に
速
く

つ
な
米
国
の
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
此
式

の
免
除
も
不
思
議

で
は
な
い
が

㎜

・こ
れ
を
以
て
推
し
て
も
見
除
者

の
多

い
こ
ε
が
分
か
る
の
で
・
從
っ
て
今
迄

の
徴
兵
令
で
は
歪

姦

じ
な
。
他

一
國
な

ら
ば
斯

か

る
場
合

に
は
或

は
臓
幣

の
再
検
査

を
行

ふ
ど
か
叉
は

一.且

冤
除

し
π
者

を
狩

り
立
て

る
誓

で
あ

る　

髄

一
の
に
、其
所
は
米
国
式

の
.大
ザ
ッ
バ
な
所

で
、
直
ぐ
に
年
齢
制
限
の
披
大
と
出
掛
け
、
十
八
歳
よ
り
四
十
五
歳
迄
違

…
改
正
す
る
こ
甚

し
犬

月
の
末
に
結

院
象

献
馨

経
て
注
讐

な
り
背

害

・
新
徴
兵
令
・
・
至

千
三

…
百
萬
の
譲

許

ひ
・
最
初
の
人
糞

を
決
定
す
る
杣
讐

休
戦
前
に
済
ん
で
居
・
か
ら
・
若
・
馨

が
永
引
け

ば
此
人
敷

が
陸
続
ご
し
で
出
征
す

べ
き
で
あ
っ
え
。
休
戦

の
爲
め
そ
れ
に
は
及
ば
す
し
て
し
ま

つ
趣
け
れ
ざ
九
月

…
以
後
も
今
迄

の
分
の
う
ち
か
髪

第

娠

洲
に
向
け
出
帆
し
・
九
月
二
+

百

に
は
出
征
兵
百
七
+
五
萬
を
算
し

皿
荷
ほ
十
月
に
入
り
休
戦

の
話
が
始
ま

っ
て
か
ら
、
政
府
は
追
加
豫
算
百
二
.十
億
圓
を
議
會
に
請
求
し
、
來
年
七
月
、

一

講

演

世
界

の
天
職
三

)

笑

巻

(第

一
號

六
七
)

夫
七



講

演

世
界
の
大
戦
(二
)

第
八
巻

〔第

一號

大
入
)

六
八

二

日
迄

に
欧
洲

出
征
軍

を
五

百
萬
に
し

や
う
ε
鯛

れ
込

ん
だ
.

兎

に
角

に
十

一
月

の
休
戦
迄

に
依
實

際

の
人
員

二

百
萬

を
可

な
り
超
過
し

允
の
で
あ
る
。
.

,

…

軍
事
上

の
企
叢
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
程
、
費
用
の
要

る
の
は
當
然
分
こ
ご
で
あ
る
か
ら
し
て
開
戦
以

來

一
ケ
年
間
に
既
に
百
八
十
億
圓
程
を
費
し
た
。
尤
も
共
中
八
十
億
は
聯
合
国

へ
の
貸
金
で
あ

る
か
ら
し
て
光
國

…
自
身
が
費
し
な
の
は
百
億
程
に
な
る
。
開
戦
満

一
週
年
を
親
ご
し
て
更
に
第
一二
回
の
リ
バ
ー
テ
イ
公
債
⊥
ハ
十
億
圓

一
を
募
集
し
投
が
五
月
四
日
の
締
切
り
に
申
込
額
八
十
億
圓
以
上
に
達
し
、
其
後
も
申
込
み
が
増
加
し
て
、
五
月
十

ド

　

コ

.

七
日
に
八
十
三
億
四
千
鯨
萬
圓
に
達

し
な
が
、
此
度

は
前
二
回
と
蓮
ひ
其
慈
寡
額
全
部
を
探

る
こ
ご
に
し
な
。
七

一
月
上
旬
に
は
二
百
四
十

一
億
醗
圓
の
軍
事
費
が
更

に
議
會
を
通
過
し
九
月
に
は
百
六
十
三
億
鯨
の
租
税
に
因
る
歳

…
天
孫
算
案
が
提
出
さ
れ
十
月
中
旬
に
は
第
四
回
の
リ
バ
ー
テ
イ
公
債
が
募
集
さ
れ
授
。
総
悉
募
金
額

亘

二
十
七
億

ご
二
千
二
百
八
十
萬
餓
圓
此
中
超
過
額
は

[
億
七
千
二
百
萬
圓
程
で
前
回
よ
り
は
少
い
け
れ
ざ
も
、
其
総
額
に
於
て

面

前
三
回
を
凌
駕
す
る
こ
粛

い
・
欝
屈
者
の
見
込
み
に
よ
れ
縛

し
既
墾

年
六
月
義

箏
が
織
綾
す
る
手一

.

れ
ば
、
職
責

の
総
額
九
百
七
十
三
億
六
千
五
百
五
十
三
萬
八
千
五
百
五
十
圓
の
多
額
に
達

し
、

「
ケ
月
孕
均
四
十

億
、
一
日
季
均

一
億
三
千
百
三
十
萬
鍛
圓
に
達
す
る
豫
定
で
あ
っ
な
ご
い
ふ
。職
事

が
済
ん
だ
爲
め
に
此
激
症
額
に

　

は
達

せ
す

に
経

つ
琵
け
れ

ざ
、
そ
れ
に
し

て
も

米
国

の
職
安

は
、
聯
合
諸

国

の
い
づ
れ
よ

り
も

北
鞍

上
多

か

つ
た

の
で

、
既

に
八
月

の
下
旬
頃

で
、

一
日
卒
均

一
億

圓
を

費
消

し
、
英
国

の
戦
費

に
比

し
て
五
割
多

か

っ
な

ε

い
ふ

…
こ

ご
だ
。

八
月
三
十

一
日

一
日

の
支

彿
高

の
み
で
三
億

一
千

二
百
萬
圓

に
上

つ
え

こ
ご
も

、

一
.日

の
支
彿
高

こ
し一

…
て
は
合
衆

国
で
す

ら
例

の
な

語
こ
.8
だ
ご
云
は
れ

て
居

る
。

,

圃



以
上
の
数
字
は
英
米

の
新
聞
雑
誌
赴
ハ他
か
ら
拾
ひ
集
め
た
も

の
で
あ
っ
て
.
戦
費
に
も
實
は
色
々
の
計
算
注
が

躍

り
、
各
報
道
の
元
に
響

て
吟
味
を
し
謬

れ
ば
、
系
統
的
な
正
鞍

計
嬰

縞

無

く
・
予
の
倉

の
講

演

は
そ
れ
迄

に
深

入
り
し
て
研
究

し
な
も

の
で

は
な

い
か

ら
し

て
、
甚

杜
撰

の
護

り
を
免

れ

ね
の
で
あ

る
が
、
然

か
し
以
上
述

べ
た
丈
け
で
も
、
羅

以
來

の
米
国
の
活
動
が
如
何
に
大
撰

の
も
の
で
あ

っ
だ
奪

窺
は
れ
る
・
.

.

け
慧

も
そ
れ
吉

も
更

に
驚
臭

き
の
は
、
斯
か
・
大
活
動
が
民
主
國
の
合
衆
国
に
於

て
響

て
無
造
作
に
行

…
は

れ

つ

Σ

あ

る

一
事

で

あ

る

。

〆

…

米
國
に
於
て
は
戦
争
参
加
以
前
に
於
て
じ
そ
、
議
會
に
於
て
ヰ
ル
ソ
ソ
の
政
策
に
反
劃
す
る
者

}
殊
に
上
院
に
.

於

て
少
数
な
が
ら
相
當
の
勢
力
を
有
し
て
居
っ
た
の
於

、
・
れ
は
當
蒔
米
國
の
態
度
2

足
せ
禽

從
っ
て
反

.

賢
者
が
ま
だ
絶
畢

る
に
及
ぱ
な
か
婁

忽

、

一
に
皇

院
の
反
響

等
が
討
論
終
結
潰

ふ
手
纏
の
筆

法

…
に
な
き
策

し
∫
、
馨

莚

行
を
妨
害
し
な
の
に
も
原
因
竃

。
そ
三
・
・
ル
・ソ
・
は
國
安
慰

の
後
・
雪

㎜
此
議
事
警

改
正
し
、
討
撃

無
限
に
長
引
か
す
慧

の
出

來
馨

う
・
し
た
・
馨

の
反
鍵

は
之
に
よ
っ
て

天

に
暈

せ
し
・
ら
れ
奈

、
國
交
羅

が

毒

・
て
宣
戦

差

・
笈

ぴ
・
反
響

中
に
無

心
な
義

争
遂

行
論
誉

集

る
誤

ふ
勢
で
、
大
統
領
の
提
出
す
・
議
案
は
反
業

あ
っ
て
も
極
め
少
数
・時

ε
し
て
は
満
場

…一
致
・
議
婁

轟

・
・
旨

差

・
・
。
・
れ
絵

廉

・
釜

反
封
・
奮

て
詮
が
課

ご
諦
蓼

つ
け
た
.

一
の
ε
、
戦
争

を
や

る
以
⊥
は
生
ま
温

い
や
り
方
で
は

い
か

ぬ

ご
い
ふ
道

理
を
悟

っ
た

の
こ
、
今

一
っ
匠
人
氣

と
い

…
ふ
も

の
が
米

国

で
偉
大

な

る
勢

力
を
有

し
、
大
抵

の
者

は
之

に
風
靡

さ
れ
歴
服

せ
ら
れ
て
屏
息
す

る
こ

ご
、
他

国

…
、
,
も
更
に
芒

。
傾
向

謬

る
泥

蕾

す
る
.
他
の
鰍
洲
諸
義

國
で
は
、
焉

秀

鍔

が

一
盛

失
墜

皿
講

演

蝶

の
蛮

三
.

笑

巻

箋̂

競

売

)
、

六
九
・



講

演

世
界
の
大
磯
〔二
)

第
八
巻

〔第

一
號

七
〇
)

七
Q

.

し
て
、
民
主

々
義

が
勃

興
し
穴

の
に
反

し
、
戦
時

こ
な
っ
て
か
ら

の
ヰ

ル
ソ
ソ
大
統
領

の
権
威

こ
い
ふ
も

の
は
そ

れ
は
實

に
す
ば

ら
し

い
も

の
で
、
軍

に
提

出

の
議
案

の

一
瀉
千
里

で
通
過
す

る
の
み

で
は

な
い
。
開
戦

少
し
前
に

…
鐵
道

従
業
員

の
罷

工
を
仲
裁
し

て
入
時
間

勢
鋤
を
實
施

せ
し

め
た

上

、
参
戦

後
は
更

に
合
衆
国
[の
鐵

道
全
部

を

一

一
令

の
下

に
政
府

の
管
理

に
移
し

な
な
ざ

も
、
随

分
目
罷
ま

し

い
や

り
方

だ
。
造
船
所

や
其

他

の
工
場

に
好

時

々
同

…

盟
罷
工
は
あ
っ
穴
け
れ
ざ
、
ヰ
ル
ソ
ソ
が

一
π
ぴ
警
告
を
獲
す
る
域
、
翌
月
か
ら
職
工
が
出
勤
す
る
ご
い
ふ
有
様

.

で
あ
る
。
米
国
の
参
戦
以
後
、
英
国

の
特
派
大
使
こ
し
て
華
盛
頓
に
駐
在
す
る
こ
ε
に
な
っ
た

レ
デ
イ
ン
グ
卿
は
、

一
米
國
が
斯
く
大
統
領

の
指
導

の
下
に
思

ひ
切

つ
穴
活
動
を
す
る
の
を
評
し
て
、
こ
れ
米
国
が
理
想
主
義
.の
國
で
あ

一
る
か
ら
だ
と
云
っ
て
居
る
が
、
こ
れ
も

一
理
あ
る
盲
で
は
あ
3
う
け
れ
ざ
、
兎
に
角
大
統
領
の
勢
力
が
頓
に
加
は

一
つ
琵

相
違

な
い
・
そ
こ
で
議

の
内
外
に
漸
く
ヰ
窒

・
の
嵩

喜

む
・
黍

あ
ら
は
れ
て
萎

。
中

に
は

.

彼
を
斥
し
て
ヂ
ク
タ
ト
ル
ε
す
.ら
評
す
る
者
も
あ
る
。
此

の
如
き
権
力
集
中
現
象
は
、

一
見
隊
洲
諸
圃
の
傾
向
電

組

馳
し
た
如
き
響

な
す
も
の
で
あ
る
が
・
茸
ハ醤

補

量

・
矛
蓼

見
な
い
・

抑
も
民
主

々
義
こ
い
ふ
も

の
は
、
個
人
の
専
制
に
よ
ら
室
衆
議
を
鑑
風
す
に
於
て
、
其
存
在

の
理
由
を
有
す
る
も

げ

で
あ
る
が
・
真
土
毫
差

ゑ

き
食

の
意
見
美

す
る
に
種
々
の
方
法
が
あ
り
、
其
方
法
宜
し
き
を
得
ミ

す
れ
ば
民
主

々
義
の
長
所
を
掻
揚
す
る
の
で
あ
る
け
れ
ざ
、
宜
し
き
を
得
な
け
れ
ば
、
形
式
に
於
て
如
何
に
徹
底

一
し
だ
る
民
主

々
義
で
も
、
其
實
無
政
・府

の
状
態
に
陥
る
か
、
否
れ
ば
専
制
政
治
二
毛
も
選
ふ
所

な
い
欺
態
に
な
る
。

一
入
民

の
総
投
票
に
よ

っ
て
決
ず
る
な
ぜ
は
、
頗

る
徹
底
し
だ
民
主
的
方
注
で
あ
ら
う
け
れ
ざ
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
は
實

に

一
死
方
法
に
よ
っ
て
其
帝
位

に
登
り
得
な
の
だ
。
さ
う
で
な
け
れ
ば
佛
聞
酉
大
革
命
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
生

む
筈
が
な

,



.

い
。
又
ヰ
ル
ソ
ン
は
頻
吻
に
民
主

々
義

の
敵
が
軍
団
主
義
だ
ざ
力
説
し
て
居

る
の
を
見
る
ε
、
彼

の
米
国
に
軍
団
主

義
が
行
は
る
玉
の
に
反
罫
で
あ
る
こ
ご
は
明
瞭
で
あ

る
が
、
實
は
此
二
者
は
理
論

の
上
か
ら
必
し
も
相
背
馳
す
る

も

の
で
は
な
い
。
濁
逸
に
民
ま
々
義
が
行
は
れ
ぬ
か
ら
軍
団
主
義
が
跋
扈
し
赴
ε
見
る
の
は
誤
り
で
、
人
民
が
軍

…
國
主
義
を
好
む
か
ら
軍
閥
が
巌
危
し
な
の
だ
。
唯
凋
逸
国
民

の
謳
歌
す
る
所

の
軍
国
主
義
が
、
勝
利
を
得

る
&
き

ま

つ
な
軍
団
主
義
で
あ

っ
て
負
け
π
場
合

の
軍
団
主
義
で
は
な
い
。
故
に
柵鞠
逸

の
軍
閥
は
白
耳
義
中
立

の
蹂
躙
、

其
他
あ
ら
ゆ
る
無
理
な
方
法
を
敢
て
し
て
も
、
早
白

斑
ま
し
い
成
功
を
博
し
て
・
以
て
人
民

に
謳
歌
さ
れ
や
弘

.

ε
し
な

の
で
あ

る
。
朱
殿

し
な
れ

ば
こ
そ
凋
逸

に
革
命

が
起

こ

っ
た

の
で
あ

る
が
、
若

し
軍

閥

の
思

ふ
通

り
に

い
.

.

つ
穴
な
ら

ば
革
命

は
恐

ら
く
起

ら
な
か

つ
だ

ら
う
。
失
敗

し
授
濁

逸

を
如

何
に
膺
懲
す

べ
き

か
は
合
子

の
藪
に
論

.

せ

む
ご
欲

す

る
所

の
も

の
で
は

な
い
が
、
よ
く
耳

に
す

る
所

の
、

欄
逸
入
を
敵

こ
す

る
の
で
は
な

い
、
猥

り
に
兵

㍗

動
か
し
て
世
界
の
希

毒

飢
す
・
難

の
軍
閥
を
傲
手

る
の
だ
ま

ふ
揚
言
は
、
理
義
太
だ
明
白
な
や
う
、

で
、實

は
筋

の
逼
ら
蹟
議
論
で
あ

る
、民
圭
々
義
は
軍
国
主
義
ε
同

一
で
は
な
い
け
れ
ご
、
然
し
必
ず
矛
盾
す
る
建

…
定

つ
な
も

の
で
は
な
く
、
此
面
主
義

の
相
合
し
血
時
に
は
随
分
専
制
國
に
も
劣

ら
ぬ
程
平
和

の
掩
齪
者
ε
な
る
恐

・

…
れ
が
あ
・
。
・

ル
・
・
易

論
ナ
ボ
・
オ
・
で
は
な
く
・
畿

の
現
勢

以
壷

國
嚢

流
行
基

夏

警

が
・

.

軍

国
主
義

に
陥

り
易

い
権
力
集

中

の
、
民
主

主
義

旺
盛

な
る
米
国

に
現

は
れ

る

ご
い
ふ
こ
ご
に
至

っ
て
は
、
必
し

も

寄

こ
す

る
に
足
ら

な
い
。
表

面
に
現

は
れ

た
有
様

の
欧
羅
巴

諸
国

ご
異

る

の
は
、
戦

前

に
於

け

る
両
方

の
畑

に
差

…
違

が
あ
り

、
欧
羅
巴
で

左

ま
で
に
獲
麗

し
て
居

な
か

つ
な
良

主

々
義

が
既

に
米

国
に
於

て
鯨
程
進

ん

で
居

っ
た
か

一
ら

で
あ

る
。
現

に
砥

羅
巴

に
於

て
最
も
民
主
的

だ

と
の
評

の
あ

る
英
国

に
於

て
は
、

一
方

に
勢
働
窯

の
活
躍

が
あ

一
講

演

世
界
の
大
戦
(二
)

.

第
八
巻

〔蛤

一號

七
一
)

七
一

4'



.

講

演

世
界

の
大
職
(
二
)
.

第
八
巻

(第

「
號

・
七

二
)

七
二
.

ロ

ノ

…
る
と
共
に
、
他
方
に
は
議
會

の
権
力

の
衰
頽
し
た
傾
向
も
見
え
る
な
ざ
は
、
米
國

の
そ
れ
に
、い
く
ら
か
類
似
し
た

…
蹄
趣

ご
も
云

へ
る
。
呪

や
米
國

の
大
統
領

ε
い
ふ
も

の
は
、
長
く
こ
も
二
度
目
の
任
期
が
終

る
ε
、
事
實
上
何
人　

一
で
も
永
く
其
職
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
此
黙
に
於
て
壽
禽

あ
る
限
り
位
集

ち
得

巌

洲
の
諸
君
圭

.

や
、
君
主

の
信
任
ε
輿
望

の
如
何
に
よ
っ
て
、年
数
に
制
限
な
く
其
職
に
留
ま
り
得

る
宰
相

な
ぜ
}
立
場

が
違

ふ
。

.

故
に
再
選
さ
れ
た
大
統
領
が
、
前

の
任
期

の
時
よ
り
も
、
後

の
四
年

に
於
て
果
漸
に
な
る
と
い
ふ
ご
ε
が
、
こ
れ

.

亦
有
レ
得
ぬ
こ
ご
で
は
な
い
。

ヰ
ル
ソ
ソ
の
場
合
に
就
い
て
之
を
見

る
も
、
周
園

の
事
情
彼
を
絵
義
な
く
し
穴
ε

一
は
云

へ
、
果
決
な
る
政
策
に
出
つ
る
黙
に
於
て
、
二
度
目

の
任
期
は
前

の
四
年
に
比
し
て
遙
か
に
勝

っ
て
居

る
。

星

三
月
の
再
度
の
就
撃

難

査

肇

の
+

一
月
轟

に
な
つ
蒔

か
ら
し
三

請

が
あ
る
と
い
へ
ば
あ

一
る
や
う
に
も
見

え

る
。
米

國
に
混

住

す
る
幾
多
彪

雑
な

る
異

民
族

を
打
成

し
て

一
国
民

ε
な
さ
む
ε
す

る
運
動

は
、

一
近
年

ロ
ー
ズ

ゴ

ル
ト
等

の
主
張

に
よ

り
て
、
漸

く
其
聲

を
高

め

つ
玉
あ

っ
穴
け
れ
ざ
、
未
投
目
覚

し

い
獲
展
を
見

る

.

に
至
ら
な
か
つ
π

の
が
、
ヰ
ル
・
ソ
の
秦
戦
に
よ
り
、
急
激
に
甦
捗
し
花

園
民
化
さ
れ
た
米
国

の
戦
後

に
於
け

.

ゐ
活
動
が
、
戦
鵡隅
ε
異

る
べ
き
は
論
を
須
み
な
い
。
海
を
隔

つ
る
比
隣
國
な
る
我
日
本
に
、
.註
ハ米
国
の
一精
勤
が
及

一
ぼ
す
直
接
間
接
の
影
響
は
吾
人

の
最
も
留
意
す
べ
き
所

の
も
の
で
あ
ら
う
。

「

'

噛

.

ド

'


